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1.研究の目的

「小水力発電導入の意義」

「小水力発電導入と地域振興の関係」

「小水力の今後の一層の普及には何が必要か」



２．小水力発電の特徴と導入の意義



小水力発電とは

●一般に発電量が1万kW以下の水力
発電のことをいい、水力発電のためCO2

排出もなく、クリーンな電力を生み出す
ことができる。

大型水力発電 小水力発電



①日本の農山村地域には、小水力発電に適した
場所が多く存在

②自然エネルギーの中でも地域貢献度が高い

③農業とかかわりの深い小水力は、農業生産と
の融合がない原発などの対立軸の電源になる

④農山漁村の協同組合としての農協が強い。

小水力の特徴(1)



地域の多様な
事業主体

地域密着型の
開発

小水力の特徴（2）

独自の技術

全国小水力利用推進協議会
http://j-water.org/about/

小水力独自の技
術開発・育成・拡
大が必要

地域活性化・雇用
促進に効果あり

環境にやさしい

大型ダムの建設無しで

一般河川や農業用水路
の流れを利用し、河川生
態系を破壊しない環境に
やさしい発電方式

地域住民のネット
ワーク形成とコ
ミュニケーション



昼夜・年間を通じて

安定した発電が可能

他の再エネより発電

効率が良い

天候に左右されない

小水力の特徴(3)



地

ポテンシャルが大きく、多くは農山
村地域に存在している

小水力の特徴(4)

地域の自然資源を
活用する環境に
やさしい発電方式
として注目！



ポジティブ

農山村のエネルギー自立

地域の活性化

住民の参加による
管理・運営

ネガティブ

手続きが煩雑

固定価格買取制度の
サポートが必要(国民負担)

メンテナンスの問題

利害関係者の

合意形成の難しさ

外部依存では地
域への還元望め

ない

小水力発電導入のポジティブとネガティブ側面



３．固定価格買取制度（FIT)と
小水力発電



小水力

設置費用
運営費

高い

発電単価の安い
他の再エネの
ほうが良い

固定価格買い取り制度の登場
売電収入で採算が取れる
可能性が高くなった



固定価格買取制度（FIT法）

再エネで発電した電気を電力会社が一定価格で買い取ることを国が約束する制

度。これにより小水力のような発電量に比べて、発電設備の高い建設コストも回収の見

通しが立ちやすくなる。

対象：太陽光・風力・小水力・バイオマス・地熱など再生可能エネルギー

図：水力発電における買い取り価格 （発電規模によって異なる）

H24 H25 H26 H27 H28

24円/kwh (1000kw以上30000kw未満）
（設置時から上記価格で20年間買い取る）

29円/kwh (200kw以上1000kw未満）
（同上）

34円/kwh (200kw未満)
（同上）

中水力

小水力

一般電力会社は、法律（新エネルギー促進法）で
左の定められた価格で、小水力から発電された
電気について、20年間買い取る義務があるので、
採算が取れやすくなる。



出典：「再生可能エネルギーの現状と本年度の調達価格等算
定委員会について」（平成29年9月 資源エネルギー庁）

固定価格買取制度により、再
エネは急速に増えたが、この
再エネ賦課金は、一般国民の
電気料金に上乗せられ、2017
年には総国民負担は約2.7兆

円に達している。

2012年から2016年までに

固定価格買取制度により
増えた再生可能エネル
ギー電力量は、約1900万

世帯分の電気消費量に
匹敵する



発電量に占める自然エネ
ルギーの推移

設備導入量の比較（FIT 前５年間
とFIT 法施行後）

固定価格買取制度施行の後、
増えた再エネ分はほとんど
太陽光であり、小水力発電
は極わずかにすぎない。



環境

経済 社会



４．石徹白小水力発電の事例研究



石徹白の人口推移（人）

過疎化が止まらない



石徹白



小水力発電事業導入の流れ（1）



石徹白

・行政から建設費の
100％出るよ

・自治会にも管理料
を払う

石徹白農業用水農業協同組合

・住民103人が出資

・必要資金2億4000万円のうち
６８００万円を負担

岐阜県

小水力発電事業導入の流れ（2）



③石徹白清流発電所
63kW

④石徹白番場清流発電所
125kW

①らせん型水車
②上掛け水車

４つの小水力発電の場所

農業用水路を
利用し、

ヘッドタンクから
水を落として発

電する

ヘッドタンクから
水を落として発

電する

用水路の流れ
で発電する



①らせん型水車2号機
◎発電出力 最大800W
NPO法人地域再生機構、篠田製作所による共同開発
発電した電気は、住宅兼NPO事務所の主要な電気を賄っている

②上掛け水車
◎発電出力 最大2.2KW
この水車の設置をきっかけに、隣接する食品加工施設が
稼働を再開し、農産物加工品の生産が行われている。

③石徹白清流発電所
◎発電出力 最大63KW 総事業費２億４千万円
岐阜県が事業主体となり、２０１５年に運用開始

④石徹白番場清流発電所
◎発電出力 最大125KW 総事業費２億３千万円
地域住民の出資による農業組合が事業主体となり、
２０１６年６月に運用開始

国50％

県・市それぞれ
25％

県55％
市20％
農協25％



Facebook カバー写真より

公式ホームページ

各地から相次ぐ
視察



移住してきた人々（公式ホームページより）

「小水力発電は、自分とは関係ない」
「一部の人がやっているだけだ」

→全国からの視察が相次ぎ
住民の意識に変化が

地域内外の交流の活性化が

住民の認識共有化・自治意
識につながった



小水力発電の石徹白地区における役割
環境

・他の再生可能エネルギーと比べ、設備稼働率が高く、出力
の変動が少ない、発電量が予測・制御しやすいため

電力の増加による環境負荷の抑制に意義がある 現在は原子力発
電に対する依存
度を下げざるを
得ない状況

山間部が多く水資源が豊富という地形的な特徴を備
えていたことで地域資源の再発見・再利用にも役割を
果たす



経済
・カフェの開設や地域農産品の加工と販路の拡大

・売電収益は地域の農業経営，農産物の加工・開発，休耕放棄地で
の農業など地域の維持活動に充てられる

・循環型地域経済の形成を促進できるという影響を与えている

小水力発電

地域振興

地域維持
活動

地域内
再投資の
原資

生産活動の多
様化



社会

・交流による活性化と移住定住の促進に効果的

・小水力発電を地域のシンボルとすることで、

地域振興活動などについて地域内外への情報発信にひ
いては土地の利活用につながっている

外部の見学者に空き家情報を
提供したり、移住希望者に対し
て，住宅を供給できる体制を整

えており、
（2008年～2018年の）10年間で、

若い世代を中心に１２世帯
３２人が移住。



ゼミ活動を通じた現地調査
2018年11月29日～30日



このまま順調にいくかは、まだまだ分からない
もっと先のことも考えていかねばならない

「環境問題」といっ
たことではなく、

自分が地域に何
かできないかと思
い始めた



アンケート調査
実施日：2018年11月30日午後

対象：石徹白の住民３６名（３０～８０代）
出資している住
民の中では、お
おむね出資に
満足している。

調査対象住民の2/3近くが、
地域振興に貢献していると
考えている。



調査対象住民の3/4近くが、
地域交流活性化に貢献
していると考えている。

調査対象住民の2/3近くが、人

口流出防止に効果をもたらし
ていると考えている。



アンケート及びヒアリング調査の要約

・小水力事業の理解
と成果が表れている
→知名度の上昇や

街灯の無料化、農地
耕作といった地域へ
の再投資、農業用水

の活用

・小水力発電は地域振興の
役割を果たしている

→売電益による地域への投
資、その事業自体による

住民たちの交流の活性化、
移住促進の一助になってい

る

ただし、出資などに関わってない住民→

事業を知ることが出来ず、何が行われているのか、どんな効果を及ぼしてい
るのか知ることが出来ない状態にある。



５．小水力発電の普及に向けた課題



課題・問題点

・法定手続きの面倒さ

・採算性の問題

・維持管理の必要



①河川や用水路の利用における「水利権」

国や都道府
県などの自
治体

法改正
水利権を持つ

当人

公共の性質が強いことで不
公平感が発生してしまう
→合意形成が難しい



②採算性におけるリスク

自然エネルギーは石炭やLNG
よりも発電コストは高い

・設備利用率が高くても、設置
コストも高い

・河川など公共のものを利用
する→銀行からの融資の際

担保にできない

・近年の気候変動による水量
変化が危うい



③長期間の維持管理

維持管理を長年にわ
たってできる要員が確
保できるかどうか



小水力がもたらしうる効果
①環境

CO2の削減，地域資源の再発見・再利用に効果的である

②経済

電気料金の節約，売電収益の獲得と地域振興への利用など

③社会

地域内外の交流を促進し、若者を中心に地域への移住者が発

生し、過疎化防止の一助になりうる

地域固有の自然資源を活用したエネルギー自治は地
域発展に大きく貢献する



普及に向けて

理解や関心を深めたり、情報交換できる「場づくり」

国や県などからの補助金や銀行からの融
資を受け取りやすくなるような制度設計

固定価格買い取り制度の活用や

利潤ではなく、地域経済への寄与を第一とした
ビジネスモデルの開発

技術開発や監視システムの向上に
よって、人々の負担を減らす



・人間の営みを将来世代によって継承される

「持続可能性」を地域が獲得し、地域や地元企業を含めた
主体形成を行っていく

長い環境の中で環境と共生してきた地域の
営みや生業、伝統文化を知り、大切にする

・導入そのものを目的とはしてはいけない

・自然エネルギーの利用は「地域の持続的な活性
化と豊かさの創出」に主眼が置かれるべき
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